
会派研究研修報告書 

令和6年3月29日 

 

  常滑市議会議長 盛田克己 殿 

                     会 派 名  繋 

                     会派の代表者 伊奈 利信  

 

   会派等の研究研修報告を次のとおり提出します。 

 

記 

 

 １ 期 日  令和6年2月14日（水）～15日（木） 

  

２ 視察地  2月14日（水） 

高知県高知市「ひろめ市場 商店街活性化の核について」 

2月15日（木） 

高知県高知市「マンホールトイレの整備について」 

 

 ３ 視察者  伊奈利信（代表）、大川秀徳、中村崇春 

         

 ４ 行 程  別紙１のとおり 

 

５ 視察経費 別紙２のとおり 

  

 



別紙１ 

令和 5年度  繋 視察報告書 

 

１．令和 6年 2月 14日（水） 

 視察地 

高知県高知市 

「ひろめ市場 商店街活性化の核について」 

 

令和 6年 2月 15日（木） 

高知県高知市 

「マンホールトイレの整備について」 

 

２．視察者 

伊奈利信（代表） 大川秀徳 中村崇春 

 

３．視察行程表 

令和 6年 2月 14日（水） 

09時 51分 常滑駅 中部国際空港行普通電車 

11時 15分 中部国際空港発 JAL3293便 

12時 15分 高知空港着  

12時 30分 高知空港発 空港連絡バス（高知駅前観光） 

13時 05分 JR高知駅着  

13時 30分 昼食 高知市内 

15時 00分 ホテル着 ツーリストイン高知 

〒780-0052 高知県高知市大川筋 1-5-5 

TEL  088-820-5151 

15時 30分 

17時 00分 

高知市ひろめ市場

視察 

高知市ひろめ市場 運営会社：有限会社ひろめカン

パニー 

17時 30分 夕食 高知市ひろめ市場 

 

令和 6年 2月 15日（木） 

09時 00分 ホテル発  

09時 30分 

11時 30分 

高知市視察 高知市役所 

〒780-8571 高知県高知市本町 5丁目 1-45 

TEL  088-822-8111 

12時 00分 昼食 高知市内 

13時 30分 JR高知駅発 空港連絡バス（高知駅前観光） 

14時 05分 高知空港着  

16時 30分 高知空港発 JAL3296便 

17時 30分 中部国際空港着  

17時 58分 常滑駅発 常滑駅解散(3名) 



別紙２ 

令和 5年度 繋 視察費 

 

 単価 人数 合計 支払 領収証番号 備考 

2月 14日(水)       

交通費（名鉄） 310 3 930 立替  常滑駅から中部国際空港駅 

交通費（JAL）  3    中部国際空港から高知空港 

交通費（連絡バス） 1,700 3 5,100 立替 ①②③ 高知空港から高知橋（往復券） 

資料費 1,000 3 3,000 政活費 ④ ひろめ市場視察資料費 

       

2月 15日(木)       

交通費（連絡バス）  3    高知橋から高知空港（往復券） 

交通費（JAL）  3    高知空港から中部国際空港 

交通費（名鉄） 310 3 930 立替  中部国際空港駅から常滑駅 

       

宿泊費  3     

       

航空費及び宿泊費 37,800 3 113,400 政活費 ⑤ JAL3293便、JAL3296便、ツーリストイン高知 

手土産代 2,138 1 2,138 立替 ⑥  

合計 43,258 3 125,498    

※航空費及び宿泊費は一括で支払 



 

1. 視察報告 

視察 

視察地 高知県高知市 

視察日時 令和 6年 2月 14日（水） 15時 30分から 17時 00分 

視察目的 ひろめ市場 商店街活性化の核について調査研究 

説明者 有限会社 ひろめカンパニー 

代表取締役 西岡 氏、企画営業部 専任課長 浜田 氏 

調査趣旨 平成浪漫商店街 ひろめ市場 

高知市では、中心街地の活性化と中心部の遊休地の有効活用が課題

となっていました。そこで、『人が集まり、夜でも安心できる「場」の

形成』を目的に高知城のすぐ東で、平成 10 年 10 月にひろめ市場がス

タートしました。 

新たに専用の建物を建設し、1階は店舗部を賃貸するひろめ市場とイ

ベント広場のよさこい広場、2階と屋上は駐車場として収入を得ていま

す。 

当初は定期借地の利用で開設していましたが、平成 17 年以降、「有

限会社ひろめカンパニー」が土地、建物ともに取得し、長期営業が可能

となりました。 

来客数は、平日が 1日あたり約 3,000人～6,000人で地元の常連客が

主体で、土曜日と祝日は 1日あたり約 10,000人、日曜日は 1日あたり

約 18,000人で観光客が多く来訪しています。 

収入の柱は 3つあり、①1階の家賃収入、②2階と屋上の駐車場収入、

③食器洗浄収入で、これらの柱がひろめ市場を長年経営する重要な要

素と説明がありました。 

誘客戦略では、地域密着型の施設として発展すべく通年で季節に合

わせたイベントを開催しています。また、高知城などの『地の利』を生

かした県外客の取り込みや地元客や観光客を巻き込んだ集客策を実施

しています。 

ひろめ市場は民間施設なので、行政とは直接的な関わりはありませ

んが、観光施設の一端を担っているので、行政の紹介からの取材などは

積極的に受け入れています。また、行政主体のイベント等にも積極的に

参加しており、近隣商店街と連携が取れる様に地域貢献活動にも積極

的に取り組んでいます。 

今後の課題では、新型コロナウイルス感染症の終焉後、地元客をどう

取り戻すのか、などがありますが、コロナ前の年間入場者数 300 万人

を目指して取り組んでいます。 

 

 常滑市でも、『食』の充実が課題であり、愛知県国際展示場への来訪

者などの多くの観光客に本市内で宿泊や飲食をしてもらえることが経



済振興に繋がります。また、地元民と来訪者の良い関わりが地域の賑わ

いにも繋がります。これは本市や市民にとっても良い効果を得ること

になるため、ひろめ市場のコンセプトや取組、活動を調査研究し、本市

の地域振興や経済成長の一助とすべく視察しました。 

写真 

 



 

質疑 問・平成 10年開業から現在まで、出店の維持で注意していた点は何か。 

答・新規出店店舗の選考や店舗への指導、施設全体の維持管理、食器の

レンタルサービスなどである。 

問・ひろめ市場内のみで使用できる金券やポイント等はあるか。 

答・他の金券を専用のクーポンに換える 500 円クーポン券や駐車場管

理を行っているタイムズ 24ひろめ市場ポイント券がある。 

問・類似施設で成功した事例が無いようだが、成功の要因は何だと分析

しているか。 

答・おきゃく文化（宴会文化）のある高知の県民性と立地条件（高知城・

日曜市・商店街と隣接）が非常に良い点と分析している。 

問・コロナ禍の時を含め現在に至るまで、また、現時点において特に印

象に残っている、苦労された点、困難を克服した点は何か。 

答・コロナ時におけるコロナ対応（マスク着用・席の制限）でアクリル

板の設置は避けたかったこと、泥酔者対応、トラブル対応などであ

る。 

所感 （伊奈） 

 地元の方々、観光客、インバウンドといった幅広い層から愛される施

設であった。家賃収入と駐車場収入、清掃事業収入で安定した運営で成

り立っていることに関心した。地元の食、産物、地酒を楽しめる空間、

人と人が気軽に交流できる温かい空間であった。 

（中村） 

観光客がターゲットの施設ではなく、長期間の運営と新規飲食店を

育てることを目的とした施設で、地元の常連客が来場していることが

素晴らしいと思った。また、経営の柱が 3 つあることが安定した経営



を支えていることが大切な要因であることが理解できた。 

（大川） 

ひろめ市場は視察に訪れる団体も多い。他県でも同じような施設を

はじめたが、成功していない。高知城の近くの立地や高知ならではのお

客文化（おもてなし）等、高知だから成功する要因が多くあった。地元

のひと・もの・ことを、相席で体験できる施設であり、常滑市にもひつ

ようではないか。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 新しい観光スポット、食や特産物が味わえるスポットとして、行政主

導ではなく、民間企業や民間団体が立ち上がっていただきたい。それに

対して行政がサポートしていく形が望ましいと感じた。 

（中村） 

 本市でも民間事業者と連携して、常滑駅近隣や未利用市有地に整備

する必要性を強く感じた。また、整備の際は、複数の収入源を作って経

営できるよう進めてほしいと思う。 

（大川） 

 ひろめカンパニーから受けたレクで、「行政主導では成功しない」と

お聞きした。スカイエキスポや空港島に訪れたビジネスマンが飲食で

きる場所を、民間で立ち上がるのを待つだけでよいのか。ビジネスチャ

ンスを民間と行政がタッグを組んで考えていく形ができないか。 

 

  



視察 

視察地 高知県高知市 

視察日時 令和 6年 2月 14日（水） 9時 30分から 11時 30分 

視察目的 マンホールトイレの整備について調査研究 

説明者 高知市防災対策部地域防災推進課係長 陸野氏、議会事務局議事調査

課長 中須賀氏  

調査趣旨 高知市では、南海トラフ地震などの大規模災害時における災害関連

死ゼロを目指し、L1津波浸水想定区域外の主要な指定避難所（39ヵ所）

へマンホールトイレを計画し（令和 2年度）、整備すること（令和 3年

度～令和 7 年度）により、避難所での良好な生活環境の確保を目的に

事業を実施しました。 

容量としては、1,000人が 2週間利用できる大きさのトイレを整備す

ること、1施設あたりでは、車いす対応ワイドタイプ 2基、通常タイプ

を 8基整備することを基本としました。 

整備手法では、公共下水道処理区域内では下水道接続式を整備し、公

共下水道処理区域外ではくみ取り式を整備しました。 

くみ取り式では、排泄物を貯留できる層を地中に整備し、大規模災害

時にトイレとして使用するようにしました。平常時にはフラットな状

態で、駐車・駐輪スペース等で使用可能としました。 

施設ごとに組み立てマニュアルを作成し、倉庫に配置しています。ま

た、組立訓練も実施し、誰でも組み立てられるよう、平時からに準備に

取り組んでいます 

 

常滑市においても東南海地震などの大規模災害時には、多くの市民

が避難所での生活となり、大きなストレスとなります。生活環境の改善

や避難民のストレス解消は大きな課題であり、その解決への取組は政

治の大きな役割と考えます。避難所の環境向上や市民生活の安全安心

の一助とすべく調査研究のため視察しました。 



写真 

 

 

質疑 問・マンホールトイレ整備費用はどれくらいか。また、国や県の補助金

等はあるか。 

答・旧浄化槽活用で 230 万円、コンクリート製または鋼製で 1,400 万

円から 2,300万円、FRP製で 3,900万円、下水道接続式で 2,000万

円である。また、整備には起債 100％充当が可能で、交付税措置は

70％である。資機材であるポリタンクやサニタリーポリ袋などの

購入では、県の 50％の補助がある。 

問・マンホールトイレ設置訓練を実施したようだが、1基設置に必要な



人員と時間はどれくらいか。また、訓練参加者の意見はどのような

ものがあったか。 

答・最低 2人必要で、約 30分で組み立てができる。参加者の意見では、

見て分かった、平時に組み立ててよかった、トイレに広さがあって

よかった、などがあった。 

問・マンホールトイレ採択に至る過程及び設置場所決定に至る経過を

何か。 

答・平成 29年に高知市災害時トイレ対策検討プロジェクトチーム発足。

平成 31年 3月に報告書を作成し、令和 3年度～令和 7年度で整備

を実施することとした。設置場所については、L1 津波浸水想定区

域外の主要な指定避難所（39 ヵ所）で、体育館が近く、プールか

らも遠くない、倉庫からも近い場所で位置決めをした。 

所感 （伊奈） 

 沿岸部を持つ市として地震・津波に対する整備や対策は積極的に取

り組まれていた。避難所の整備についても計画的に取り組まれ、マンホ

ールトイレの整備もその一つである。 

（中村） 

 整備に積極的で、専門のプロジェクトチームを設置したり、国の交付

金や県の補助金を積極的に活用して整備を進める姿勢は、本市にも大

いに参考にしたいと思った。能登半島地震でも避難所でトイレの問題

が発生したことを聞くと、マンホールトイレは有効な手段と感じた。 

（大川） 

 高知市が整備しているマンホールトイレは、Ｌ１浸水区域外の主要

な避難所に整備されている。下水処理区域内では下水につなげる式（１

２施設）・下水道処理区域外ではくみ取り式（２１施設）、旧浄化槽の施

設では、旧浄化槽を活用式（６施設）で、施設の設備の違いで、整備方

式が異なっていた。避難所生活が長引く大地震には、心強い備えではな

いか。 

常滑市への反映 （伊奈） 

 本市の避難所の整備は食料や水、毛布などの備蓄品をはじめ必要と

される物品については着々と進んでいると感じるが、能登災害の避難

所での状況からトイレに関しての課題が最も注目視されている。その

ため、本市においても主要な避難所についてはマンホールトイレを計

画的に整備していくことを検討されたい。 

（中村） 

 本市は、現在も公共下水道を整備している最中であり、同時に指定避

難所にマンホールトイレを整備することは、費用縮減になると思う。ま

た、仮設トイレだけでは臭気や容量が十分とは言えないのではないか。

トイレの問題は避難所生活に大きな影響があるため、国の交付金も活

用して整備に向け調査研究を進めてもらいたい。 



（大川） 

 野外の音楽イベントで仮設トイレが設営されるが、個人的にはあま

り使いたいとは思えず、会場に入る前にできるだけ済ませたり、体調が

崩れないように、衣類や食べ物に気をつかう。避難所生活が長引くこと

になった場合は、他に気をつかうことも多い。トイレを我慢しないトイ

レ環境の整備は、今回の能登半島地震の教訓であり、常滑市でも災害時

のトイレ対策を検証してもらいたい。 

 


